
×

×

×

×

EV

WCWC

WC

EV
WC

WC

EV

青 垣 と つ ら な る  ま ち の 学 び 舎
一人ひとりの様々な学びに応え、 学びつづける気持ちを育む場をつくります
日々を友と楽しく過ごせ、 温かい思い出を育める学び舎づくりを目指します

グラウンドを最大化するコンパクトな校舎

・ グラウンドの確保、 校舎の一体性、 教室の南面性、 建物高さの抑制、 体育館建替用地の確保の視点で

４案を検討し、 校庭が最大となり、 教室の南面性を確保しやすく、 コンパクトな平面の 「４階両面採光」 案

を提案します。 広いグラウンドは体育館建替時の自由度や増築余地を拡げます (⑦)。

・ 仮設校舎を用いず敷地南側に新校舎を建て、 三迫川河岸に背面を向けた現状の校舎配置から、 校庭を

三迫川側に開き、 校舎 ・ 校庭から山並みを望む、 開放的な校舎配置へ大きく変わります。

南面性と広さ ・ 拡張性に優れた普通教室ゾーン

・配席の自由度を重視した普通教室は幅９ｍ、 奥行８ｍとし、

連続引戸で 「ひろま」 につなげ、 教室の拡張を容易にし

ます (㉙)。 南面に環境調整バルコニーを設け、 日射 ・ 視

線を緩和し、 維持管理や避難、 緑のカーテンに活用しま

す (⑨,⑯,⑰)。

教職員の働きやすい環境づくり

・ 動線が短く、 明るく見通しの良い平面は教職員の連携に適

しています。 職員室は校庭の視界と日照を確保し、 ワークラ

ウンジ、 ミーティングコーナー、 作業スペース、 更衣室のゆ

とりを確保し、 働きやすい環境を整えます (⑧,⑲,⑳)。

独立した動線を確保した児童クラブと給食室

・児童クラブは独立した動線を確保し、 図書館と連続します(⑧,㊷)。

・ 給食棟は低層で敷地南西端に計画し、 日影 ・ 音 ・ 臭気 ・

配送車の周囲への影響を抑えます (⑱,㊿)。

校庭最大化を実現する建物配置と施工計画

・ 適切な工事区分並びに時間の区分や十分な誘導員配置により、

学校を使いながらの建替えにおける安全な工事を実現します。

・ 新築工事は２つのフェイズに分け、 供用開始後に留まらず、 長

期に及ぶ工事期間中においても、 使用可能な校庭を最大限確

保する施工計画です。 校庭に面する北ゲートは、 学校時間外

の使用に限定し、 児童等の安全を確保します。

・ フェイズ３の解体工事では、 東ゲートと正門が近接するため、

臨時出入口や登下校時間帯の誘導員の増員、 工事車両の入

退場制限等により、 児童等の安全を確保します。

・フェイズ４の外構工事では、 児童や地域の方々と協働で植樹ワー

クショップを開催し、 新しい学校への愛着を深める機会とします。

・ 将来体育館を建替える場合は校庭西側を想定します。 周辺施設

との再編を含め、 校舎の拡張にも対応できる計画です。

建替後の建物配置 ・ 平面計画１

建替えのプロセス （新築， 解体， 移転等）２

⑮ 配置・動線イメージ

⑫ 配置ゾーニング

⑱ 給食室ゾーニング⑰ 環境調整バルコニー

⑯ 周辺環境への配慮

㉑ 登下校時の安全性を高める水路空間の活用提案⑳ 働きやすさを高める職員室廻り⑲ 機能的な職員室ゾーニング

⑬ 教室棟断面ゾーニング

⑭ 教室棟ゾーニング

⑦ 街に開き、ふるさとの魅力を高める学び舎

⑧ 東っ子通りの通学風景

⑩ 多様な学びに応える２階森ホール

⑨ 風景になじむ自然な佇まい

⑪ 学校環境断面イメージ
12.6cm × 23.8cm ＝ 300cm2

自然学習の場となる学校園の整備

・ 校舎棟と給食棟を南側、 広いグラウンドを北側に配し、 既存給食

室跡に記録に残る学校園を再生します (⑫)。 学校園には北門を設

け、 外部に歩道状空地と東端部のまちかど広場を設けます (⑮)。

学校園は自然学習の場として地域の自生樹種や桜を配し、 まちか

ど広場と共にまちと学校の景観にうるおいを生みだします (㊿)。

・ 現況より約３００㎡広い校庭 （グラウンド＋学校園） を確保し、 校

舎南側には住宅地との緩衝を兼ね、 特別支援学級と家庭科室の

菜園を設けた食育にもつながる前庭とします。

歩車の分離と車両集中の回避

・ 正門北側の門塀外部に駐車場４０台を設け歩行者動線と分離し、 正門

付近の車両集中の緩和のために給食室を南側に配置します (⑫,⑮)。

・舗装した 「東っ子通り」 は、救急車・配送車のアクセスにも用います。

・ 南門の通学動線は、 水路敷の一部の活用も検討します (㉑)。

地域開放に応える 1 階、 全校をつなぐ学校図書館

・各階中央に図書館、東西に「ひろま」（幅７m）を設けます (⑦,⑬,⑭)。

１階校庭側に管理ゾーンと昇降口 ・ 「恵ホール」 （図書館）、 不登

校児に配慮した小玄関と保健 ・ 相談ゾーンを配し、 南側の東に地

域開放ゾーン、 西に特別支援教室ゾーンを配し、 給食棟と繋げま

す。 ２～４階の中央に図書館、 「ひろま」 の南に普通教室ゾーン、

北に多目的ゾーン・特別教室ゾーン （２階：児童クラブ） を配します。

学びの自由度を支え、 将来の変化に対応する 「ひろま」
・ 「ひろま」 には可動の木製家具 ・ 収納を用いた個別学習やグルー

プ学習の場を設え、 学年集会や異学年交流も可能な広さとし、 新

しい学びを支え、 将来の学習の変化にも対応します (⑭,㉝,㊼)。

・落ち着いた南側に配置した特別支援教室には移動間仕切りを用い、

「ひろま」、 プレイスペース、 読書コーナーを設け、 トイレ、 シャワー

を近くに設けます。 保健室 ・ 相談ゾーンの通級指導室も可動間仕

切りを用い、 柔軟な運用を可能とします。 不登校児を配慮した小

玄関近くに教育相談室を設けます。

・ フェイズ１で中層の教室棟、 フェイズ２で低層の給食棟と渡り廊下を建設

・ 南北に移動クレーンを配置し工事範囲を最小化、 学校への影響低減

・ ゲートに誘導員を配置し、 北ゲートは学校時間外のみ出入りを想定

・ 南からの安全な通学動線として西側水路空間の活用可能性も検討

・ 備品搬入･引越、 新校舎供用開始

・ 既存棟解体はｱｽﾍﾞｽﾄを適切に処理し

低騒音低振動の解体ｸﾗｯｼｬｰを採用

・ｹﾞｰﾄと離れた臨時出入口で安全を確保

・ 解体後整地し、 運動場、 屋外倉庫 ・

トイレ、 遊具、 駐車場、 植栽、 門、

境界フェンス、 防球ネット等を整備

・ 既存樹や地域の樹を学校園へ植樹

・ 体育館はグラウンド西側を想定、

現位置建替えも可能

・ 体育館と教室棟の間は増築余地

非常時にも役立つ
太陽光発電と蓄電池

景観と浸水対策を
考慮した屋上配置

緩やかに
仕切られた

踊場コーナー

展示できる
掘込みベンチ

休憩や情報交換、 共同
作業ができるワークラウンジ

水路敷の一部を
歩行空間に活用

生活科室前の
観察テラス

管理車両用
進入路

訪れやすい
雰囲気の

質問コーナー

事務机は
カウンターに近接

席移動の負担が
少ないベンチデスク

ゲート
（通学時間外は閉門）

配慮を要する児童の
送迎に使用できる臨時駐車場

通学時間に
出入しない
配送車を
西へ配置

妻面からの
自然採光と
自然通風

躯体と仕上げを守る
深い軒 ・ 庇

安定した北側採光で
明るい読書空間

安心感を与える
十分な高さの手すり

太陽熱集熱パネル

高窓からの
自然採光と
自然換気

洞所山への眺望

日浦山への眺望

夏の日射し

冬の日射し

児童とのワークショップにより、
海田東小学校区の風景から見つけた色を
家具へ配色し、 地域への愛着を高めます

図書館を日常の動線の中に
織り込み、 新しい発見や

気付きを誘発する仕掛けとします

費用対効果に配慮しながら、
床や一部壁 ・ 天井、 建具、 家具等へ

地域材による木質化を図ります

南北の山並みが望め、
町の風景とつながる

日中は児童クラブ内のスペースも
一部共用できる平面です

思い思いの姿勢で本に親しむ
多様なコーナーや
家具を設えます

山並みと呼応する
切妻屋根

景観と防災を考慮した
屋上設備スペース

敷地境界から
離隔を確保

緑のカーテン

光 ・ 風 ・ 視線を
コントロールする

環境調整バルコニー

南側沿道は
平屋を配置して
低層の街並みに

配慮します

妻面は開口を抑え、
格子と植栽で周辺
環境に配慮します

日浦山

校庭を一望できる
職員室

広い半屋外の
エントランス

ポーチ

児童クラブへの
お迎えルート

スケールを和らげ、
昇降口の目印となる

２階テラス

自然の力を
生かす高窓日射を制御する木製格子

瀬野川（校歌２番）と三迫川から
桜の風景を校内へ繋げます

かつて奥海田村役場が
位置したまちかどを

学校園として再生したいと
考えます

東っ子通り

既存の桜の下を
くぐって入る正門

既存樹を保全 ・ 移植し、
歴史ある東小の記憶を

紡ぎます

授業、 遊び、 行事、
社会体育、 避難など
様々な生活の場となる
校庭を最大限確保する

提案です

北側の国際学院校舎へ
配慮し、 離隔を確保

登校しやすさに配慮した
小玄関を設えます

昇降口と図書館を
学校の中心に配置します

青垣の波（校歌１番）の
風景を取込みます

西国街道に通じる
平入り勾配屋根の佇まい

既存体育館

東広島バイパス

安芸アルプス

倉庫 ・ トイレ

設備スペース

洞所山

ポーチ
東っ子通り

あおがき
テラス

昇降口

風
ホール

恵
ホール

森
ホール

光
ホール

中央階段

設備ピット

▽現況ＧＬ

グラウンド

駐車場４０台

遠足などの際の
バス待機スペース

間口を抑えた、
まちを分断しない校舎です

階段下の読書コーナーは
子供達の人気スポット

将来に備えた
十分な空間確保

太陽熱を２階床下の
補助暖房に活用

デジタルサイネージで
太陽エネルギーを見える化

地下水や
雨水を
散水に
活用

様式 11 （１／３）

建替後の建物配置 ・ 平面計画に関する提案及び建替えのプロセス （新築， 解体， 移転等） に関する提案， 「学びの中心となる学校図書館 （読書 ・ 学習 ・ 情報センター） の整備」， 「快適で温かみのある空間の整備」， 「誰もが直感的に分かりやすい
アプローチ計画， サイン計画」， 「長期的な視点に立った， 維持管理のしやすい施設整備」 及び 「シビックプライドを育む施設整備」 それぞれの提案並びに全体事業期間の短縮に関する提案及び全体事業費 （イニシャルコスト） の圧縮に関する提案
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㉙ 平面イメージ

㉒ ４階 光ホール

㉓ ３階 風ホール

㉕ １階 恵ホール・読書コーナー

㉔ ２階 森ホールと連続するあおがきテラス

㉖ 児童クラブのゾーニングと段階的セキュリティ ㉗ 新たな学びに応えるメディア室

㉛ 教室で先生や友達とご挨拶

㉚ 温もりのある昇降口

㉝ ひろまでグループ作業

㉞ ランチルームで多学年と共食

㉟ ポーチの階段で合唱

㊱ １階展示で多様な感性に触れる

㊲ 図書館とつながる児童クラブ

㊷ アプローチ動線の分かりやすさ

㊳ 身体スケールで落ち着きを

生む木の移動家具

㊴ 地域の木に触れるＤＥＮ
[香美町立村岡小学校]

㊵ 家具で設える子供のｽｹｰﾙ
[海田町庁舎]

強い陽ざしや風雨をさける半屋外空間 

・ ポーチやテラスなど、 夏の日射や雨を避ける庇下空間

を設け、 体育や雨天時の集合場所、 テラスでの読書 ・

学習に活用します (㉟)。

特別支援教室の多様な設え

・ 南庭に面した特別支援教室は、 移動間仕切りで可変性

を高め、 作業に適した 「ひろま」、 体を動かせるプレイ

スペース、 読書コーナー、 テラス、 菜園など多様な場

を設えます (㉕,㉙,㊱)。

図書館とつながる畳スペース

・ 児童クラブには、 図書館とつながる畳スペースを設け、

高学年の終業前に低学年が体を動かせる場所としま

す。 図書館とつながれば、 寝転んで本を読むスペース

にもなります (㊲)。

太陽熱や外断熱を生かした快適な空間

・ 高窓の屋根で集めた暖気を、 昇降口上部の２階図書館

の床下に吹込み、 冬季の快適性を高める手法、 建物

の劣化を防ぎ室温が安定する外断熱手法の利用も検討

します (⑪,㊿)。

地域の木でつくる屋外倉庫 ・ トイレ

・ 移築に適した地域材と大工技術を用いた倉庫 ・ トイレを擁

壁の修景を兼ねて整備し、 軒下の休憩空間を設けます。

まちと学校の歴史 ・ 伝統を感じる屋外空間

・ 外構には地域で見られる石積みなどの伝統的な素材や

技法を生かし、 三迫川と調和する屋外空間とします。

東っ子通り沿いに既存の銅像、 学校園の記念樹を生か

し、 学校の歴史を伝える場に活用します (⑮,㊿)。

コンクリート校舎の内部の木の学び舎

・ 構造躯体を鉄筋コンクリート造とし、 調湿性、 衝撃吸

収性に優れたスギ材を用い内部を木の空間とします。

市場流通の県産材をルーバー材や線材として、 材積と

コストを抑えつつ、 木質感の高い室内とします (㉚‐㊲)。

一年を通じ快適な南面の教室 

・ 滞在時間の長い普通教室 ・ 特別支援教室は南面させ、

軒と環境調整バルコニーを用い、 日射を制御し、 一年

中明るく居心地の良い空間とします。 避難安全性も高

め、雨水を用いた緑のカーテン育成も容易です (㉛,㊿)。

光と風の抜ける図書館と 「ひろま」

・南北に開口のある図書館、 東西に開口のある 「ひろま」

は四方 ・ 上方から光を取り入れ、 教室との間の欄間 ・

連続引戸は光を通し、 音を遮ります (⑭,㉝)。

・ 中間期には東北東の卓越風、 日中の西風を 「ひろま」

に取入れ、 夏季は高窓の夜間排熱、 冬季は建具によ

る区画を活用し、 自然エネルギーによる快適な空間と

します。

木で設える居心地の良い居場所

・ 「ひろま」 には、 移動可能なデスクで多様な学習に対

応すると共に、 木製の移動家具で居心地の良いコー

ナーを設け、 昇降口や踊り場にも、 木を生かした居場

所を設けます (㉝,㊳‐㊵)。

ランチルームとなる家庭科室 ・ 会議室

・ 菜園に面する家庭科室 ・ 会議室は、 収穫した野菜を

調理し、 異学年で食事を楽しむランチルームや、 食を

介した異文化交流の場とします (㉞,㊿)。

テーマ２　快適で温かみのある空間の整備

新校舎での学校生活のイメージ

４

シンプルなアプローチ動線と視認性の高い昇降口 ・ 玄関

・ 「東っ子通り」 は誰もが分かりやすいシンプルなアプローチ動

線を形成します(㊷)。 正門等出入口、校舎、体育館、学校園、

駐車場等の全ての施設が面し、学校全体を一つにまとめます。

・ 昇降口 ・ 玄関は校舎中央に配置し、 ２階 「あおがきテラス」

による大きな庇が 「東っ子通り」 からの視認性を高めます (⑧)。

一覧性の高い平面による分かりやすい各室へのアプローチ

・ ２～４階のフロア中央から東西南北に広がる一体的な共用部は

見通しが良く、 一覧性の高い平面です (㊸)。 １階の昇降口 ・

玄関から中央階段へ、 そして教室等につながる動線は、 誰に

とっても分かりやすい各室へのアプローチを可能にします (㊷)。

学べる ・ 親しみを生む ・ 更新しやすいを備えたサイン

・ サインに東小学校区の風土色を用い、 学校 ・ 町の歴史や環境を

学ぶツールとし、 児童の自発的な学びを促します (㊿)。

・ 学年毎等、 サインにテーマカラーを用い、 分かりやすさと共

に児童の帰属感や親しみを生む空間づくりにつなげます (㊹)。

・ ピクトサインは児童の親しみやすいデザインや、 日本人も外

国人も興味を抱くような図案を検討します (㊿)。

・ 児童によるサイン製作のワークショップや図案デザイン等、 参加

による学習への展開や親しみやすさの醸成につなげます (㊺)。

・ 外国にルーツをもつ児童や保護者に配慮し、 ひらがな併記

等の分かりやすさを備えたサインとします。

・ 幅広い年齢層に配慮した文字サイズ ・ 色のサインとします。

・ 簡単に脱着 ・ 交換が可能な更新しやすいサインとします。

まちのサインになる学校園のシンボルツリー

・ 学校園の町木クスノキや対岸と連なる桜並木は小学校のシンボ

ルツリーです。 まちかどを知らせる 「まちのサイン」 です (㊿)。

テーマ３　誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画、 サイン計画５

校舎中央部の上下階を結び、 各階の学びの起点となる学校図書館

・動線の交点となる校舎中央部の１～４階を学校図書館として明るい中央階段で結び、 児童が日々、

自然に本に親しみ、 様々な学びに取組める場とします。 図書館は各階の 「ひろま」 から教室に

つながり、 コンパクトな校舎全体をラーニングセンター化します (⑩,⑭,㉒-㉕)。

各階の特性を生かす、 多様な性格の場を持つ図書館

・１階は、 菜園、 家庭科室、 特別支援教室に面した 「恵ホール」、 ２階は多数の書架と司書コーナー

を配し、 山並みを望む 「あおがきテラス」 に面し、 児童クラブとつながる 「森ホール」、 ３階はサ

イエンスの本を集めた 「風ホール」、４階はアートの本を集めた 「光ホール」 を配します (⑬,㉒-㉕,

㉙)。 ２階図工室前にはクラフトの本を集め、 快適に教科の本にアクセスしやすくします。

・ 児童がくつろいで本を楽しむ、 集中して調べる、 仲間と共に調べ考える、 音読 ・ 朗読するなど、

個別最適な学び、 協働的な学びに取組める場を設えます。

・ 外国にルーツをもつ児童が自己のルーツの文化に親しめる母国語の図書 ・ 展示のコーナーを設

け、 他の児童の異文化への関心と理解を育てます。

媒体と電子情報など様々な素材の編集 ・ 発表に適したメディア室

・ ４階に図書館とつながるメディア室を配置し、 児童が高性能のデジタル機器を用いて制作 ・ 編集 ・

プレゼンテーションを行うことを援けます (㉒,㉗)。

児童クラブとの柔軟な連携 

・ 限られたスペースを有効利用するため、 放課後の児童クラブから図書館利用に加え、 児童クラブ

の図書館とつながる動のエリアを児童クラブ開始時間前に学校側で利用し、 有効活用を図る可能

性も考慮します (㉖,㊲)。

テーマ１　学びの中心となる学校図書館 （読書 ・ 学習 ・ 情報センター） の整備３

㉜ 休み時間に踊場ｺｰﾅｰでおしゃべり

㊸ 見通しが良く、一覧性の高い平面

㊹ 案内や帰属感を高める

学年毎のテーマカラー
[八千代市立みどりが丘小学校]

㊺ 児童が製作に参加

した室名サイン
[香美町立村岡小学校]

㊶ 線材でコストを抑えながら
木質感を高めた教室
[小田原市立東富水小学校]

㉘ 児童が自分の力で移動できる
家具を設えます [海田町庁舎]

クッション
天井

コミュニケーションを生む
掘込みベンチ

本棚階段
風土色を用いた

階ごとのテーマカラー

児童が頭を
ぶつけない高さ

高学年による
読み聞かせ

規格寸法の広島県産材を
基本に設える木の内装

音の反響を抑える
格子天井

会議室と
家庭科室
が一体に
つながる

明るく迎えてくれる正面の中央階段
外国文化の

展示や鉢植え

異学年の
２クラスが

一緒に食事

固定調理台と
フレキシブルな

可動作業台

視線を遮る
透光カーテン

交換しやすい高さの
ＬＥＤ照明

栄養教諭から
ふるさとの
食材を紹介

菜園に直接
出られるテラス

雨に濡れない
昇降口廻りの

木質化

ぶつかり防止の
コーナーガード

木を組む技を学ぶ地域材の架構

私の
オススメ本

紹介棚
１．５帖の

小さな和室
畳下は
教材入

子供達を温かく
迎える木格子天井

雨の日の活動もできる
広い半屋外のスペース

外や昇降口から直接
出入りできる保健室

階段壁面は
ギャラリー 制作や

展示

テラスや
菜園に

出やすい

開口に面して
明るい溜まり空間

軽運動のできる
プレイスペース

通過動線が少ない
落ち着いたひろま

多目的室で
集中作業

各教室の
展示

大判の
作業

触り心地の良い
木の笠木

気配や音が
伝わる木製格子

図書館から本を
取って来て
授業に活用

開閉が自在な
連続引戸

吸音天井 建具を引き込んで
図書館とつながる

重ねて収納
できる家具

落ち着ける
静のエリア

賑やかな
動のエリア

間仕切りを
時間帯で開閉

動画
鑑賞

宿題

自由な姿勢
で読書

移動家具で
つくるコーナー

南向きで明るく
冬も温かな教室

光と風を
通す建具

机の大型化に対応
する幅広い室内

屋内から連続的に繋がる
奥行のあるテラス

寝転がれる
小上がり

明るい吹抜け下の
大テーブル

コンセントと電源
容量を多めに確保

テラスから町の
風景をスケッチ

雨に濡れない
軒天井の板張り

グループ作業
がしやすい

大小のコーナー

端末をつなぐと
発表の場に早変わり

「ひろま」 や
多目的室へ

活動が広がる

図書委員の
オススメ本

紹介コーナー

好きな場所へ
移動できる
本棚ベンチ

図書館や 「ひろま」 と
一体に繋がる

メディア室

高性能のＩＣＴ
機器に習熟

外国にルーツをもつ
児童の母国の

小学生とＷＥＢ交流

集中作業に向いた
カウンターやキャレル

プレイスペースと
一体につながる

特別支援教室５室とプレイルームは
自由に間仕切り可能

様式 11

建替後の建物配置 ・ 平面計画に関する提案及び建替えのプロセス （新築， 解体， 移転等） に関する提案， 「学びの中心となる学校図書館 （読書 ・ 学習 ・ 情報センター） の整備」， 「快適で温かみのある空間の整備」， 「誰もが直感的に分かりやすい
アプローチ計画， サイン計画」， 「長期的な視点に立った， 維持管理のしやすい施設整備」 及び 「シビックプライドを育む施設整備」 それぞれの提案並びに全体事業期間の短縮に関する提案及び全体事業費 （イニシャルコスト） の圧縮に関する提案

（２／３）
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㊿ 地域に開放され、異文化を五感で親しむ場となる１階の恵ホール ㊿ まちに開かれた学校園

㊾ 風土色を配色したサイン・家具と、地域

の木材を用いたサッシ [海田町庁舎]

㊽ 西国街道の町屋に通じる大らかな

勾配屋根と天然木格子 [海田町庁舎]

㊿ 木の家具で設えた、ふるさとの歴史や

ﾆｭｰｽを伝える発信ｽﾍﾟー ｽ [海田町庁舎]

㊿ ふるさとの山を守る植林の体験機会
[管理技術者が長年関わる任意団体の開催]

㊿ 児童と一緒に木の内装パネルを製作
[小田原市立東富水小学校]

㊿ 地域材で包まれた空間で、ふるさとを味

わうランチルーム [村岡小学校]

㊿ 学校づくりのプロセス全体を学びに生

かす[小田原市立東富水小学校]

㊿ 運動会や東小学校区スポーツ大会などの行事では観覧席になるあおがきテラス

海田小学校

海田町立図書館

海田東公民館

㊾ 整形でシンプルな２棟構成

㊽ 鉄筋コンクリート造（RC造）を基本に検討

㊿ 教室棟と給食棟の基礎形式

㊿ ZEB Ready の一次エネルギー削減イメージ（※）

㊼ 教室レイアウトの展開イメージ

㊻ 将来の多様な変化に応える教室と「ひろま」の展開イメージ

㊿ 防災環境断面

㊿ 給食室の水害対策

㊿ 屋内の浸水を防ぐ止水板と止水ドア
[海田町庁舎]

近い将来に再編が
想定される町施設

社会環境の変化や学習指導要領改訂に柔軟に対応可能な空間構成

・ 長期にわたる学校運営に配慮し、 社会環境の変化、 学習指導要領の改訂や児童数 ・ 学級数の増減を

見据え、 多様な学習形態に対応可能な柔軟性 ・ 可変性の高い空間構成とします。

・ 中央に広がる 「ひろま」、 普通教室と同じサイズの特別教室や最小限の耐力壁配置は、 現在及び将来想

定される多様な学習形態の需要に応えるレイアウトを可能とします (㊻)。

・ 既存棟教室より広くゆとりをもった教室、 児童用ロッカー等の移動家具は、 教室スペースの最大化を図り、

個別最適な学びや協働的な学びに対応した自由な机 ・ 家具のレイアウトを可能とします (㊼)。

・ 設計時の床荷重設定に余裕を見込み、 室用途の変更に柔軟に対応可能な構造とします。

維持管理しやすい構造 ・ 仕上げ ・ 設備スペース

・ 長く愛着を持ち１００年以上の使用に応える小学校を目指し、 平面の自

由度、 遮音性、 耐久性、 維持管理性の高い鉄筋コンクリート造を基本

に検討を進めます (㊽)。 もしもの浸水時も復旧しやすい構造です (㊿)。

・ 整形でシンプルな４層と２層の２棟構成により外部仕上げ面積を圧縮

し、 維持管理負担を軽減します (㊾)。

・ 躯体や外壁は深い軒により保護し劣化軽減を図り、 修繕 ・ 更新頻度

を低減します (⑪,㊿)。 またメンテナンスバルコニーを設置する等、 点

検 ・ 修繕のしやすさに配慮します。

・ 屋根･外壁仕上げは、 維持管理のしやすさ･更新間隔に配慮します。

・ 日々の清掃の容易な床等の仕上げや適切な水まわり配置とします。

・ 階高は設備の維持管理や更新のしやすさを考慮した設定とします。

・ 空調室外機や受変電設備は屋上に集約し、 維持管理を容易にすると

共に浸水対策とします。 また増設余地や更新時の工期短縮につなが

る予備スペースを設けます (㊿)。

学校の防災機能強化を兼ねる建物や設備機器の長寿命化

・自然換気・自然採光や太陽光発電等の自然エネルギー活用 (㊿)、ルー

バーや壁面緑化等による空調負荷低減を図る設えとします (㊿,㊿)。

空調・換気・照明設備の負荷を低減し機器の長寿命化につながります。

また災害時の一時的なエネルギー供給停止の際、 学習環境を維持し、

避難所として適切な温熱環境を保つ防災機能の保持につながります。

・ 既存体育館は想定事業費内での外皮断熱補強、 空調設備付加、

LAN 設備付加を検討します。 熱中症対策と共に、 普通教室同様の室

内環境を整え、 体育に限らない広いスペースを用いた学びの場として

学習形態の選択肢を増やします。 避難所としての居住性を高める防災

機能の強化にもなり、 普通教室の避難室開放を減らし学校運営への

影響を低減します。 有用性を高め体育館更新迄の期間を延ばします｡

・ １階は 100 年に一度

の洪水、 ２階以上は

最大規模の高潮でも

床上浸水を防ぐ床高

さとします （㊿）。 特

に衛生的配慮を要

し、 他校へも配食す

る 給 食 室 は、 1000

年に一度の洪水でも

屋内浸水を防ぐ腰壁

や止水ドア等を設け

ます （㊿）。

テーマ４　長期的な視点に立った、 維持管理のしやすい施設整備６

交流の場として多様な文化 ・ 世代を結ぶ地域の学び舎

・ 約１５０年前、 奎運舎に始まる海田東小学校は、 奥海田村役場が置

かれた地区の拠点に位置し、 古くから地域の体育や行事の場であり、

災害時には避難所となり、 地域を支えています。

・ 運動場 ・ 体育館に加え、 交流や防災に資する家庭科室 ・ 会議室を地

域に開くつくりを提案します。 複合する児童クラブと共に、 世代を超え

て地域を支える学び舎として、 まちへの愛着と誇りを育みます (㉙,㊿)。

歴史を継承し、 地域のランドマークを担う校舎

・ 校庭を周囲に開いた視認性の高い校舎配置を生かし、 次の 100 年の

ランドマークとします。 町庁舎と同様に、 地区の古社や街道の町屋に

通じる大らかな屋根を架けた視認性の良い外形とし、 同時に多様性と

開放性を示す外観とし、山並み、街並みとの調和を図ります(⑦,⑨,㊿)。

・ 銅像類や卒業記念樹等の移設 ・ 移植など、 卒業生や町民の記憶の

継承を図ります。

ふるさとの素材を学び、 味わい、 愛着を育む校舎

・ 織田幹雄スクエア同様に街並みとの素材の調和に留意し、 ふるさとの

風景をなす地域の石材、 流域の木材、 風土の色彩を校舎に活かし、

環境教育、 防災教育の教材にも活用します (㊿,㊿,㊿)。

・ 菜園 ・ 学校園をエディブルガーデン （食べられる庭園） として活用し、

ふるさとへの愛着を育む機会を生みます (㊿）。 外国にルーツをもつ児

童のふるさとも同様に尊重し、 食をはじめ、 音楽、 遊びを通じ、 五

感で異文化に触れ、 理解を深める場とします (㊿）。

様々な世代の町民の心を温める原風景となる学校景観

・ 学校園を再生し、 桜、 クスノキ、 自生種の樹々、 果樹等を植え、 自

然学習に活用します。 また、 近隣の幼稚園 ・ 保育園との連携の場とし

ても活用し、 小学校への親しみを育てることで、 １年生プロブレムの解

消にも役立てます (㊿）。

・ 三迫川河岸、 バイパスからの視認性が高い敷地を生かし、 児童 ・ 町

民の心を温める新たな原風景となる、うるおいある学校景観を育てます。

・ まちかど広場と共に、 三迫川河岸の桜の連続と、 敷地外周の緑の創

出を図り、 青垣とつらなる学校景観を中心とする地区拠点の景観を向

上します (㊿）。

自分たちで作り、 地域の宝に育てるまちの学校

・ 児童 ・ 教職員 ・ 保護者 ・ 地域住民の知恵や意向を踏まえ、 海田東

小学校の学びに最適な計画 ・ 設計とし、 後に適切な維持管理につな

げ、 学校への愛着と誇りの醸成を図ります (㊿）。

・ 室内サインや外構には児童が参加できる仕上げを取り入れ、 児童の

建設への興味と、 学校への愛着を育みます (㊿）。

・ 歩行の安全を高めるまちかど広場と歩道状空地には、 散歩で立ち寄

るベンチや地域で管理する花壇も設けます。 学校をより身近なものと

することで、 地域による見守りを生み、 町民と連携して学校一帯を地

域の宝に育てる契機とします (㊿）。

テーマ５　シビックプライドを育む施設整備　　まちへの誇りと愛着７

計画 ・ 設計期間の短縮、 施工期間の短縮

・ 基本計画段階及び基本設計段階からそれぞれ次段階の基本設計的取組、 実施設

計的取組をフロントローディングで進め、 計画 ・ 設計期間を２か月短縮します。

・ 想定施工期間の 36 か月 （令和９年度～令和 11 年度） に対し、 構造 ・ 規模、 現

場の４週８休を見込んだ精査を行い、 施工期間を 10 か月短縮します。 内訳は新校

舎建設工事を 23 か月から 18 か月に、 解体 ・ 外構工事を 12 か月から７か月の短

縮です。 工事期間の短縮により児童の学習環境に与える影響を低減します。

全体事業期間の短縮

・ 仕様書案想定に対し全体事業期間を計 12 か月短縮、 新校舎供用開始は７か月前

倒しとするスケジュールを提案します。

・ 類似事例研究を通して後続する町内小学校の建替えや再編が想定される施設の事

業に役立つ効率的な事業スケジュールの知見を集積します。

全体事業期間 （計画、 設計及び施工期間） の短縮８

計画、 設計におけるイニシャルコストの圧縮

・ コンパクトな平面による延べ面積･建築面積･仕上げ面積等の抑制を図り､イニシャルコストを圧縮します (㊿）｡

・ 今後も継続すると考えられる工事費の上昇傾向を踏まえ、 計画 ・ 設計 ・ 施工を通じた全体事業期間の短縮

を図り、 着工時期を早期にスライドし工事費等イニシャルコストを圧縮します。

・ 計画 ・ 設計において工法 ・ 建材の比較を綿密に行い、 イニシャルコスト圧縮を図ります。

・ 発注時期を見据えた有効な補助金活用を検討し、 事業におけるイニシャルコストの圧縮につなげます。

施工、 備品整備等に関するイニシャルコストの圧縮

・ 施工や備品整備等に関して次の手法によるイニシャルコストの

圧縮を検討し、 計画 ・ 設計内容に反映します。

ライフサイクルを見据えたイニシャルコストの圧縮

・ ZEB Ready 建築を目指す上で、 過大なイニシャルコストを回避

し、 イニシャルコストの３倍となるランニングコスト （運用、 保全、

修繕 ・ 改修） を低減する仕上げ ・ 設備を選択します (㊿,㊿）。

　（※表は環境省の試算ツールを参考に作成）

全体事業費 （計画、 設計及び施工等その他関連するイニシャルコスト） の圧縮９

㊿ ZEB Readyを実現する手法の検討

㊿ 将来の増設を考慮した屋上設備置場
[海田町庁舎]

㊿ 緑のカーテ

ンと雨水タンク
[海田町庁舎]

㊿ 高窓で明るい共用部
[みどりが丘小学校]

日浦山

防球ネット

外国語の
絵本を
「読む」

デジタル
サイネージで
外国文化の

紹介を
「見る」

言語に頼らない
色やピクトの
サイン表示

各地の料理を
一緒につくって
「嗅ぐ ・ 味わう」

地域
玄関

海外の
ゲームで
「遊ぶ」

伝統楽器の演奏を
「聞く」

異国の工芸品を
「見る ・ 触る」

日差しを避けられる
屋外倉庫の深い軒下

校舎に正対する分かりやすい
グラウンド配置は、 非常時等

の整列も円滑に

観覧席になる
あおがきテラス

既存擁壁は
安全性診断を

実施

セキュリティ
ライン

どんぐりを
拾ってスケッチ

シンボルツリーの
町木 ・ クスノキ

セキュリティライン

地域で
育てる花壇

道路
元標

オープンな街角
はウォーキング
の休憩ポイント

大濵乙松翁
頌徳碑

シンボルツリーの
サクラ並木

記念樹移植、 果樹、 町の自生種
（コナラ、ウラジロガシ、ソヨゴ） 等の

樹種を病害虫に配慮して選定

東っ子通り

北門
（通学時間 
 外は閉門）

海田ブドウを
児童が収穫

渡り廊下も
応援

スペース

シンボルツリー
が連なる学校園も

観客席

国際学院の
桜並木を

借景して取込む
洞所山

織田ポール
青垣とつくる
学校園の緑

安芸アルプス

様式 11

建替後の建物配置 ・ 平面計画に関する提案及び建替えのプロセス （新築， 解体， 移転等） に関する提案， 「学びの中心となる学校図書館 （読書 ・ 学習 ・ 情報センター） の整備」， 「快適で温かみのある空間の整備」， 「誰もが直感的に分かりやすい
アプローチ計画， サイン計画」， 「長期的な視点に立った， 維持管理のしやすい施設整備」 及び 「シビックプライドを育む施設整備」 それぞれの提案並びに全体事業期間の短縮に関する提案及び全体事業費 （イニシャルコスト） の圧縮に関する提案

（３／３）


